
Ⅳ ３つの責任をしっかりと果たすために
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Ｒ７予算案 ５百万円
（Ｒ６予算 １０百万円）

リニア中央新幹線「奈良市附近駅」早期確定等

イメージ・写真など

リニア中央新幹線調査検討事業

・７月、11月に「奈良市附近駅」の早期確定を求める政府要望を実施

・リニア中央新幹線の建設促進のため、全国期成同盟会（10都府県）

三府県大会（三重県・奈良県・大阪府）、県期成同盟会を開催

・JR東海、三重県、奈良県、大阪府及び国と建設促進連携会議を設置

→令和6年10月までにJR東海が県内駅候補地3箇所周辺のボーリング

調査を実施

〈問い合わせ先〉 県土マネジメント部リニア・地域交通課 今北課長補佐（内線４３２４）

○奈良市附近駅の候補地 京都方面
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ＪＲ関西本線と近鉄橿原線
が交差する場所周辺

※（一財）日本デジタル道路地図
協会のデジタル道路地図を使用奈良県南部東部・紀伊半島方面
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政府要望（抜粋）

令和６年度の取組内容

Ｒ７予算案 ５百万円（Ｒ６予算 １０百万円）

・リニア中央新幹線の整備促進に関する調査・検討

県期成同盟会の開催 三府県建設促進連携会議三府県大会の開催

JR東海が駅位置及びルートを確定するためのボーリング調査を実施
（令和5年12月～令和6年10月）
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道路整備の加速化

①道路整備を加速化するため３つの改革を実施 ②骨格幹線道路ネットワーク等の整備推進

Ｒ７予算案 8,460百万円（Ｒ６予算 8,418百万円）

Ｒ８～Ｒ10債務負担行為 15,211百万円

・国道168号（香芝王寺道路、
王寺道路、新天辻工区等）

・国道169号（御所高取バイパス、
高取バイパス等） 他

〈問い合わせ先〉 ①改革１ 県土マネジメント部総務課 藤川主幹 （内線４１２２）
改革２ 地域創造部 文化財課 大西課長補佐（内線６１１５３）
改革３ 県土マネジメント部道路建設課 井上主幹 （内線４１４６）

② 県土メネジメント部道路建設課 井上主幹 （内線４１４６）
③ 県土マネジメント部道路建設課 坂野課長補佐（内線４１３１）

＜国道168号香芝王寺道路＞

③京奈和自動車道等の整備推進

Ｒ７予算案 14,926百万円（Ｒ６予算 14,035百万円）

Ｒ８債務負担行為 700百万円

・京奈和自動車道（大和北道路、
大和御所道路）

・（都）西九条佐保線 他

４車線への拡幅工事を推進【令和6年度一部供用】
（香芝市北今市～王寺町畠田4丁目）

＜京奈和自動車道（大和御所道路）＞

（仮称）橿原ＪＣＴ（大阪方面接続ランプ）
【令和８年春供用】

一定期間経過後は速やかに土地収用手続きに着手

改革１：土地収用制度の積極的活用

事業実施環境が整った区間へ予算を重点化

改革３：選択と集中による工事の加速化

調査体制の強化や調査機材の充実、

発注方法の見直し等の環境整備

改革２：埋蔵文化財調査の加速化

規模が小さくても一定の要件を満たす道路改良に
ついて、土木事務所の裁量により事業着手を判断
し、着手から概ね１年以内の完成を目指す

◇Ｒ７から新たな取り組み
・小規模道路改良提案制度(ﾜﾝﾚｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を運用開始

Ｒ７予算案 26,265百万円 Ｒ８～９債務負担行為 17,411百万円
（Ｒ６予算 24,322百万円）
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道路整備の加速化

④『ならの道 リフレッシュ プロジェクト』の対象を拡大

建築限界

道路区域

〈問い合わせ先〉 ④県土マネジメント部 道路マネジメント課
松本課長補佐（内線４１５２）

■実施期間：５ヶ年（Ｒ６年～Ｒ１０）

■対象道路：大型車交通量1,000台・方向以上の県管理道路 約122km

１．対象路線の拡大

（自動車交通量の多い道路への拡大）
２．山間エリアへの拡大

（市町村と連携した支障木伐採負担事業の創設）

道路に支障のある樹木を伐採・処分

伐採後に沿道区域を指定

民有林民有林

・行政指導により支障木による
道路への障害を防止

従来の伐採、剪定の範囲

支障木伐採負担制度（案）で
伐採、剪定の対象となる樹木

山間エリアにおける課題

⇒ 放置された民有林からの枝落ちや倒木により、
道路利用者の 安全・安心な通行が脅かされる状況

・市町村が民有林の所有者と交渉

・土地所有者の同意後、伐採及び処分を実施

・伐採後の維持管理は土地所有者などが実施

イメージ図

・令和７年度に野迫川村を対象に試行的に実施

・令和８年度から全県的な本格展開を予定

リフレッシュプロジェクトの主な実施内容

①舗装の耐久性向上 ・Ｒ７内訳 １，１４０百万円
従来の表層・基層の修繕に加え、路面の損傷度に応じた路盤の修繕

②区画線の維持修繕（視認性の向上） ・Ｒ７内訳 ５６百万円
通報やＡＩ解析によるデータベースに基づいた計画的な区画線補修

③草刈りのメリハリ化（不快感の軽減） ・Ｒ７内訳 ４７６百万円
道路への雑草が生えない対策、観光地や危険個所にも注目した草刈り等

④道路維持管理のDX（通報しやすさの向上、道路状況確認の効率化）
LINE(#9910)による通報サービスの活用、スマートフォンを利用した道路パトロール

Ｒ７予算案 １０百万円（Ｒ６予算 －）Ｒ７予算案 ２，８６９百万円（Ｒ６予算 １，８６９百万円）
Ｒ８～９債務負担行為 １，５００百万円

Ｒ７予算案 １，８６９百万円（Ｒ６予算 １，８６９百万円）

より多くの道路利用者への快適な道路空間の提供

市町村と連携した 民有林の支障木への対策

（県の負担は、伐採及び防草対策(1回分)費用）

当初

■実施期間：４ヶ年（Ｒ７～Ｒ１０）

■対象道路：自動車交通量10,000台以上の県管理道路約198km

Ｒ７予算案 １，０００百万円（Ｒ６予算 －）

拡大

支障木伐採負担事業 の創設

現状
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Ｒ７予算案 502百万円（Ｒ６予算 323百万円）大阪・関西万博を契機とした
産業と観光の振興

１．大阪・関西万博を契機とした奈良県の魅力発信

Ｒ7予算案 297百万円
（Ｒ6予算 317百万円）

①大阪・関西万博での会場催事及び県内誘客催事を実施

・万博会場において、県無形文化財の祭等を披露

・県内において、優れた地場産品を集めたクラフト

フェア等を開催

・関西パビリオンの参加負担金

３．未来を担う子どもたちを大阪・関西万博へ招待

Ｒ7予算案 170百万円
(Ｒ6予算 1百万円）

〈問い合わせ先〉１の①、３ 知事公室 万博推進室 和田室長補佐（内線60202）
１の② 観光局 観光力創造課 神﨑課長補佐（内線63153）
２の① 産業部 産業創造課 池田課長補佐（内線62916）
２の② 観光局 観光戦略課 通山課長補佐（内線63115）、西川課長補佐（内線63116）、

観光力創造課 土井主幹（内線63152）

会場（夢洲）イメージ

②大阪・奈良間や県中南部を巡るデジタル周遊パス、観
光WEBサービス「ならいこ」による誘客・周遊促進

校外学習で大阪・関西万博
を訪れる県内小・中・高等
学校等に対して、入場料を
助成

② 大阪・関西万博を契機とした誘客促進プロモーション

提供：2025年日本国際博覧会協会

EXPOアリーナ（Matsuri）イメージ
提供：2025年日本国際博覧会協会

会場催事イメージ

２．オープンファクトリーの推進及び誘客・周遊促進

Ｒ7予算案 35百万円
（Ｒ6予算 5百万円）

①クラフトフェアの開催に合
わせ、ものづくり現場を見
学、体験してもらうオープ
ンファクトリーの取組を推
進

オープンファクトリーの様子（葛城市）
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県庁の働き方・職場環境の改革

１．健康が基本的な価値となる組織の構築
Ｒ７予算案 28百万円（Ｒ６予算 28百万円）

①勤務時間適正管理システムの運用

②総合的なメンタルヘルス対策
・ストレスチェック、窓口相談、研修等

③職場復帰支援

〈問い合わせ先〉総務部 ①⑦⑧⑪⑫行政・人材マネジメント課 髙野課長補佐（内線60622）
②③総務厚生センター 田中主任調整員（0742-81-7920） ④管財課 足立参事（内線2333）
⑤法務文書課 米川課長補佐（内線60572） ⑥デジタル戦略課 中上課長補佐（内線60897）
⑨デジタル管理室 宇野室長補佐（内線60900）⑩⑪人事課 元根課長補佐（内線60663）

２．創造性を促し、生産性を高める環境の整備
Ｒ７予算案 48百万円（Ｒ６予算 41百万円）

④電話対応の効率化
・自動音声案内機能の導入（順次拡大）

⑤文書管理システムの運用

⑥生成ＡＩを活用した資料作成、庁内問合せ対応の効率化

３．多様な人材が集まり、活躍できる包摂性の高い環境の整備
Ｒ７予算案 97百万円（Ｒ６予算 98百万円）

⑦多様で柔軟な働き方の推進
・フレックス勤務、テレワーク

⑧多様な人材確保の推進
・リクルート活動
・SPIによる採用試験の本格化

・修学資金（総合土木、獣医師）

４．組織内外における交流と結びつきを促す環境の整備
Ｒ７予算案 372百万円 Ｒ８～12債務負担行為 420百万円
（Ｒ６予算 79百万円）

⑨業務効率化に資するネットワーク環境への見直し、
組織内に蓄積されたノウハウや知恵を効率的に活かすための
情報共有ツールの運用

⑩民間企業との人事交流、
海外大学院への派遣

５．社会情勢の変化を捉え、県民の利益に資するものとなるよう、
主体的に意欲的な課題設定ができる環境整備と組織運営
Ｒ７予算案 17百万円（Ｒ６予算 17百万円）

⑪職員の意識や働き方改革の進捗を把握する調査、
360度評価

６． 県民全体への奉仕者として楽しく、失敗を恐れず果断に挑戦
できる人材の育成
Ｒ７予算案 47百万円
（Ｒ６予算 46百万円）

⑫職員が自発的に自己研鑽できる
動画研修システムの運用

窓口相談

知事によるリクルート活動 動画研修システム（ならっCiao！）

Ｒ７予算案 609百万円
Ｒ8～12債務負担行為 420百万円

（Ｒ６予算 310百万円）

イギリス ヨーク大学大学院
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